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2. 第4回和漢薬研究所夏期セミナー（23～25.Aug.99)

資源開発部門鶏 忠人

（第 4回担当実行委員長）

和漢薬研究所夏期セミナーは，全国の薬学生，医学生に和漢薬への理解を深めてもらうために

企画されてきた（主催：研究所長）。講義，体験実習，和漢薬談義，交流懇親会を和漢薬研究所

の教職員，留学生，院生学生が手作りでお世話する 2泊 3日の合宿セミナーである。

4回日の本年は，例年どうり上新川郡大山町の大山研修センターにて， 8月23日から25日に開

催された。全国からの参加者は53（学生38，一般15）名，北は北海道大学医学部，南は琉球大学

医学部まで，まさに全国から和漢薬に興味のある人達が参会した。初日の受付で『久しぶりです。

またお世話になります！』と挨拶を交わす人もあり，初回から 4団連続の顔なじみの参加者を含

め，数回連続して参加するリピーターもおられた。なお本学の参加者を加えると総勢93名であっ

fこO ・.. 
7題の講義は和漢薬研究所の教授が担当した。和漢薬，漢方医学に関する導入講義，そして最

先端の科学研究を踏まえた講義まで盛りだくさんであるO 経験知と客観知のバランスを教育する

狙いだ。

夕食，風目を済ませた後， ビールを飲みながらの和漢薬談義初日は，医学部の寺津捷年教授が

楽しい語り口で盛り上げてくださった。最終日の談義は，参加者の質疑に研究所員が回答し，そ

の答えがヲ｜き金になってさらに質問がふくらみ22時まで充実した時間を過ごした。

1, 2年生の学生さんには，少し難しい講義もあった。講義室では顔がこわばっていたが， 2 

日の午後は，蜂蜜に生薬粉末を混ぜて丸薬（桂枝夜苓丸）を作ったり，煎じ薬を飲み，刻んだ和

漢薬と原植物を鑑定する実習では，キトキ卜の顔つきで楽しんでいた。鑑定試験用の大棄をつま

む人や，黄連の苦みに顔をしかめたり，半夏を口に含んでその刺激で洗面所に走る人がいたりし

て，ワイワイと声が弾み目が輝いていた。この実習風景は翌朝の讃責新聞で報道された。
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この体験実習が本セミナーの「目玉」の一つであるo 今回のセミナーの副題に「和漢薬を知り，

感じる」とあるように，五感を通じて「感じる」ことと，文字情報による「知（筆授）」が一体

になって，和漢薬に対する興味が育まれるものと考えている。ほろ苦い煎液を味わった半夏潟心

湯や，自分の手で丸めた桂枝夜苓丸の用法に関しては，講義以上に記憶に残ったことであろう。

2日間とも，談義の後は深夜（早朝？）までの交流懇親会で語り合った。各大学の漢方サーク

ルの部長さんらが，漢方医薬を勉強するテキストなどの情報交換を行っていた。和漢薬研究所の

先生方を囲んで大小の輪ができ，昼間の講義についての質疑も弾んだ。遅くまで続く大きな輪の

中心には，難波恒雄名誉教授が陣取られ，若い人達を指導してくださった。和漢薬の勉強には，

体力が必要なことをみんなで実感した。

• • • 
この夏期セミナーに，多くの方々のご協力をいただいた。富山県薬用植物指導センター（薬用

植物の展示），立仁会および企業（協賛金），本学の庶務課（送迎パス），研究協力課（ポスター

の郵送），結鞭会（実習の支援）の方々に厚く御礼申し上げます。

以上
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（付）第4田和漢薬研究所夏期セミナープログラム

第 1日（ 8月23日） 13: 00 受付

13: 45 開会挨拶

14: 00 セミナーの概要と諸件連絡

14: 20 講義 1.和漢薬の世界

15: 30 講義 2. 和漢薬と腸内細菌

16: 30 講義 3.和漢薬と癌

《休憩》 夕食，入浴

渡遺裕司教授（和漢薬研究所所長）

諮忠人教授（実行委員長）

籍忠人教授（資源開発）

服部征雄教授（細胞資源工学）

済木育夫教授（病態生化学）

20: 00 和漢薬談義： Welcometo my Kampo World 
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寺津捷年教授（医学部・和漢診療学）

談義終了22:00頃～深夜まで 和漢薬談義の続き・自由討論・懇親会

第 2日（ 8月24日）

9 : 00 講義 4.糖尿病合併症に丹参は使えるか

門田重利教授（化学応用）

10: 00 講義 5. 老年痴呆と和漢薬 渡遺裕司教授（生物試験）

11: 15 講義 6. 抗酒効果を持つ和漢薬について

浜崎智仁教授（臨床利用）

12: 40～13 : 20 各部門紹介および質疑応答，薬用植物・生薬の展示見学

13 : 30 講義 7.『傷寒論Jに学ぶ 伊藤隆教授（漢方診断学）

14: 30 体験実習

生薬方剤鑑定；桂枝夜苓丸調製

《休憩》 夕食，入浴

20: 00 和漢薬談義：和漢薬なんでも Q

談義終了22:00頃～深夜まで 和漢薬談義の続き・自由討論・懇親会

第 3日（ 8月25日）

9 : 30 解散：（希望者は，和漢薬研究所，民族薬物資料館を見学）

以上




